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ご使用の前に

●ご使用の際は、必ず「マニュアル」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
●「マニュアル」は、不明な点をいつでも解決できるように、すぐに取り出して見られる
場所に保管してください。

安全にお使いいただくために

このマニュアルおよび製品には、製品を安全に正しくお使いいただき、お客様や他の人々への危害や財
産への損害を未然に防止するために絵表示が使われています。
その表示と意味は次のとおりです。内容をよく理解してから本文をお読みください。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性
が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定され
る内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。
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#Cover_Pro2500.pmd

煙が出たり、変な臭いや音がするなど異常状態のまま使用しないでください。
感電・火災の原因となります。
すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いて、カスタマーサービスセン
ターにご相談ください。
お客様による修理は危険ですから絶対にしないでください。

マニュアルで指示されている以外の分解や改造はしないでください。
けがや感電・火災の原因となります。

交流100Vの電源以外では使用しないでください。
指定外の電源を使うと、感電・火災の原因となります。

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。
感電の原因となります。

通風孔など開口部から内部に金属類や燃えやすいものなどを差し込んだり、落とした
りしないでください。
感電・火災の原因となります。

© エプソンダイレクト株式会社 2004

ご注意

(1) 本書の内容の一部、または全部を無断で転載することは固くお断りいたします。

(2) 本書の内容について、将来予告なしに変更することがあります。

(3) 本書の内容は万全を期して作成いたしましたが、万一誤り・お気付きの点 がございました

ら、ご連絡くださいますようお願いいたします。

(4) 運用した結果の影響につきましては、(3)項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。

商標について

IBM、PS/2 は International Business Machines の登録商標です。

インテルPentiumはアメリカ合衆国およびその他の国におけるインテルコーポレーションまたは

その子会社の商標または登録商標です。

そのほかの社名、製品名は一般にそれぞれの会社の商標または登録商標です。
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異物や水などの液体が内部に入った場合は、そのまま使用しないでください。
感電・火災の原因となります。
すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントから抜き、カスタマーサービスセンター
にご相談ください。

破損した電源コードを使用しないでください。感電・火災の原因となります。
電源コードを取り扱う際は、次の点を守ってください。
・電源コードを加工しない。
・無理に曲げたり、ねじったり、引っぱったりしない。
・電源コードの上に重いものを載せない。
・発熱器具の近くに配線しない。
電源コードが破損したら、カスタマーサービスセンターにご相談ください。
電源コードのたこ足配線はしないでください。
発熱し、火災の原因となります。
家庭用電源コンセント（交流100V）から電源を直接取ってください。

電源プラグを取り扱う際は、次の点を守ってください。
取り扱いを誤ると、火災の原因となります。
・電源プラグは刃の根元まで確実に差し込む。
・電源プラグはホコリなどの異物が付着したまま差し込まない。
・電源プラグを長期間コンセントに差したままにしない。
電源プラグは、定期的にコンセントから抜いて、刃の根元や刃と刃の間を清掃して
ください。
電源コンセントに電源プラグを接続したまま分解しないでください。
感電・火傷の原因となります。

小さなお子様の手の届く場所で、内蔵リチウム電池の着脱、保管をしないでくださ
い。
飲み込むと化学物質による被害の原因となります。
万一、飲み込んだ場合は直ちに医師に相談してください。

小さなお子様の手の届くところに、マウスボールやフレームを取り外したまま放置
しないでください。
口に入れたりすると窒息する危険があります。
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マウスボールは、絶対に投げないでください。
マウスボールの芯には鋼球が入っていますので、人に当たるとけがをする危険があ
ります。

雷が鳴りだしたら、電源プラグをさわらないでください。
感電の原因となります。

小さなお子様の手の届くところには設置、保管しないでください。
落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。

不安定な場所（ぐらついた台の上や傾いた所など）に置かないでください。
落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。

湿気やホコリの多い場所に置かないでください。
感電・火災の危険があります。

本製品の通風孔をふさがないでください。
通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災の危険があります。
設置する際は、次の点を守ってください。
・押し入れや本箱など風通しの悪いところに設置しない。
・じゅうたんや布団の上などに設置しない。
・毛布やテーブルクロスのような布をかけない。
連休や旅行等で長期間ご使用にならないときは、安全のため必ず電源プラグをコン
セントから抜いてください。

各種コード（ケーブル）は、マニュアルで指示されている以外の配線をしないでく
ださい。
配線を誤ると、ケーブルが焼損する場合があります。
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拡張ボードやメモリの交換・増設などは本製品の内部が高温になっているときには
行わないでください。火傷の危険があります。作業は電源を切って10分以上待ち、
本製品の内部が十分冷めてから行ってください。

本製品を移動させる場合は、電源を切り、電源プラグをコンセントから抜き、すべ
ての配線を外したことを確認してから行ってください。

ヘッドフォンやスピーカは、ボリュームを最小に調節してから接続し、接続後に音
量を調節してください。
ボリュームの調節が大きくなっていると、思わぬ大音量により聴覚障害の原因とな
ります。

長時間あるいは不自然な姿勢でのコンピュータ操作は避けてください。
肩こり、腰痛、目の疲れ、腱鞘炎などの原因となります。

本製品は重いので、開梱や移動する場合は1人で行わないでください。
必ず２人以上で行ってください。

5.25型ドライブで、ひび割れや変形補修したメディアは使用しないでください。
内部で飛び散って、故障したり、メディア取り出し時にけがをしたりする危険があり
ます。

本製品を廃棄する場合は、法律に従って正しい処理をしてください。
本製品には重金属（鉛はんだなど）が使用されています。
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マニュアル中の表記について
本書では次のような記号を使用しています。

安全に関する記号

一般情報に関する記号

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷
を負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能
性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を
示しています。

制限事項です。
機能または操作上の制限事項を記載しています。

参考事項です。
覚えておくと便利なことを記載しています。

説明文が次ページに続くことを示します。

参照ページを示します。

1 2 操作手順です。
ある目的の作業を行うために、番号に従って操作します。

で囲んだマークはキーボード上のキーを表します。

はEnterキーを表します。また、 は のことです。この
ように必要な部分のみを記載しているため、実際のキートップの表示
とは異なる場合があります。

+ ＋の前のキーを押したまま＋の後のキーを押します。
この例では、 を押したまま を押します。
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名称の表記

本書ではコンピュータに関連する製品の名称を次のように表記します。

HDD
FD
FDD

ハードディスクドライブ
フロッピーディスク
フロッピーディスクドライブ
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製品保護上の注意
使用・保管時の注意

コンピュータは精密な機械です。故障や誤動作の原因となりますので、次の注意事項を必ず守って、本製品
を正しく取り扱ってください。

温度が高すぎる所や、低すぎる所に
は置かないでください。また、急激
な温度変化も避けてください。
故障、誤動作の原因になります。適
切な温度の目安は10℃～35℃です。

他の機械の振動が伝わる所など、振
動しがちな場所には置かないでくだ
さい。故障、誤動作の原因になりま
す。

直射日光の当たる所や、発熱器具（暖
房器具や調理用器具など）の近くな
ど、高温・多湿となる所には置かな
いでください。
故障、誤動作の原因になります。

テレビやラジオ、磁石など、磁界を発生
するものの近くに置かないでください。
コンピュータの誤動作が生じたり、FD
などのデータが破壊されることがあり
ます。逆に、コンピュータの影響でテレ
ビやラジオに雑音が入ることもありま
す。

横置きにしないでください。
故障、誤動作の原因になります。
本機は縦置き専用に設計されていま
す。

電源コードが抜けやすい所（コード
に足が引っかかりやすい所や、コー
ドの長さがぎりぎりの所など）にコ
ンピュータを置かないでください。
電源コードが抜けると、それまでの
作業データがメモリ上から消えてし
まいます。

コンピュータ本体の上には重い物を
載せないでください。
重圧により、故障や誤動作の原因と
なることがあります。

本製品の汚れを取るときは、ベンジ
ン、シンナーなどの溶剤を使わない
でください。
変色や変形の可能性があります。柔
らかい布に中性洗剤を滴らない程度
に染み込ませて、軽く拭き取ってく
ださい。

電源コンセントに電源プラグを接続
したまま分解しないでください。
電源を切っても、コンピュータ内部
に微少な電流が流れているため、
ショートして故障の原因となりま
す。

遠隔地に輸送するときや保管すると
きは、裸のままで行わないでくださ
い。
衝撃や振動、ホコリなどからコン
ピュータを守るため、専用の梱包箱
に入れてください。

移動するときは、振動や衝撃を与え
ないようにしてください。
内蔵の周辺機器（HDD、CD-ROM
ドライブなど）も含めて、故障、誤
動作の原因となります。

輸送や保管をするときは、付属物を
セットしたままにしないでくださ
い。
FD、CD-ROMなどは抜き、配線ケー
ブルは取り外してください。
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記録メディア

以下のような取り扱いをすると、次の記録メディアに登録されたデータが破壊されるおそれがあります。
記録メディアの種類は、次のとおりです。

● FD
● CD-ROM・DVD-ROM・CD-R・CD-RWなど

記録メディアの種類を指定していない場合は、すべての記録メディアに該当します。

アクセスランプ点灯中は、コン
ピュータの電源スイッチを押した
り、再起動しないでください。

直射日光が当たる所、暖房器具の近
くなど、高温・多湿となる場所には
置かないでください。

アクセスランプ点灯中は、記録メ
ディアを取り出したり、コンピュー
タの電源スイッチを押したり、再起
動しないでください。

上に物を載せないでください。 使用後は、コンピュータにセットし
たままにしたり、裸のまま放置した
りしないでください。
専用のケースに入れて保管してくだ
さい。

キズを付けないでください。 ゴミやホコリの多いところでは、使
用や保管しないでください。

クリップではさむ、折り曲げるなど、
無理な力をかけないでください。

アクセスカバーを開けたり、磁性面
に触れたりしないでください。

磁性面にホコリや水を付けないでく
ださい。
シンナーやアルコールなどの溶剤類
を近づけないでください。 

テレビやラジオ、磁石など、磁界を
発生するものに近づけないでくださ
い。 

FD
CD

FD

FD
FD
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マウス

マウスは精密な機械です。次の点に注意して操作してください。

何度も読み書きした FDは使わない
でください。
磨耗した FDを使うと、読み書きでエ
ラーが生じることがあります。 

信号面（文字などが印刷されていな
い面）に触れないでください。 

レコードやレンズ用のクリーナーな
どは使わないでください。
クリーニングするときは、CD専用ク
リーナーを使ってください。 

レコードのように回転させて拭かな
いでください。
CD-ROMは、内側から外側に向かっ
て拭いてください。 

CD-ROMドライブのデータ読み取
りレンズをクリーニングするCDは
使わないでください。 

CD-ROMなどのメディアにシール
を貼らないでください。 

信号面（文字などが印刷されていな
い面）に文字などを書き込まないで
ください。  

落としたり、ぶつけたりして強い衝
撃を与えないでください。

マウスボールを素手で触らないでく
ださい。

平らな場所で使用してください。で
こぼこのある場所ではマウスボール
の回転が不規則になり、マウスの動
きがコンピュータに正確に伝わりま
せん。

持ち運びはマウス本体を持ってくだ
さい。ケーブルを持って運ばないで
ください。

ゴミやホコリの多いところでは、使
用や保管しないでください。マウス
ボールにホコリやゴミが付いたまま
使用すると、誤動作や故障の原因に
なります。

FD

CD

CD
CD

CD
CD

CD
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使い始めるまでの準備
コンピュータの接続方法などについて説明
します。
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ご使用の前に
ご使用前の確認事項

貼付ラベルの確認
本機の次の場所には、製品情報が記載されたラベルが貼られています。本機を

ご使用の前に、ラベルが貼られていることを確認してください。ラベルは、絶

対にはがさないでください。

● お問い合わせ情報ラベル

お問い合わせ情報ラベルには、型番や製品番号が記載されています。弊社

にサポート・サービスに関するお問い合わせをいただく際には、これらの

番号が必要です。

製品のサポート・サービスについては、『サポート・サービスのご案内』をご

覧ください。

お問い合わせ情報
ラベル
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システム構成の確認
本書では特に記載がない限り、下記システム構成を前提として説明を行って

います。購入されたシステム構成が下記と異なる場合、それらの使用方法など

は各装置に添付のマニュアルを参照してください。

　DIMM（メモリ） ：1セット（2本）

　HDD ：1基（IDE）

　5.25型ドライブ装置 ：CD-ROMドライブ1基

　ディスプレイ機能 ：拡張ボードを使用

　サウンド機能 ：メインボードの機能を使用

　ネットワーク機能 ：メインボードの機能を使用

　FAXモデム機能 ：なし

　キーボード ：日本語対応109キーボード

　マウス ：ホイール付きPS/2マウス

上記に記載のない部分は、仕様が同じ、または仕様が違っても本書の記載内容

が変わらない部分です。

システム構成の詳細は、p.100 「機能仕様一覧」をご覧ください。
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システムの特長

本機のシステムの特長は、次のとおりです。

その他
・Ultra ATA/100に対応しています。
・ S-ATA/150対応のコネクタを 2個
装備しています。

・USB2.0に対応したUSBコネクタ
を装備しています。

チップセット
800MHzシステムバス、PC3200、
AGP8×モード対応Intel 875P
チップセットを搭載しています。

拡張スロット
AGPスロット×1
PCIスロット×5
を装備しています。

CPU性能
インテルPentium 4プロセッサを
搭載しています。

メモリ容量
DIMM を増設して最大
3GB（512×2＋1024×2）
まで拡張が可能です。

拡張ベイ
5.25型ベイ×3
3.5型ベイ×2
HDDベイ×4
を装備しています。

LANコネクタ
10Base-T/100Base-TX/
1000Base-T対応のLANコ
ネクタを装備しています。
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各部の名称と働き
本体前面

＋

● HDDアクセスランプ 
 HDDにアクセスしているときに
点灯します。

● CD-ROMアクセスランプ
 CD-ROMへのアクセス中や、 
音楽用CD再生中に点灯します。

● CD-ROMドライブ
 CD-ROMのデータの読み込み
を行います。また、音楽用CD

の再生もできます。

● CD-ROMイジェクトボタン
 ディスクトレイの開閉を行い
ます。

● 5.25型ドライブベイ
 5.25型サイズのドライブ装置
を取り付けます。

● 3.5型FDD

 3.5型FDのデータの読み込み、
書き込みを行います。

● USB2.0コネクタ 
 USB2.0対応の周辺機器を接続
します。

● FDDイジェクトボタン
 FDDにセットしたFDを取り出
すときに押します。

● 電源スイッチ 
  コンピュータ本体の電源の入/
切を行います。

● CD-ROMイジェクトホール
 ディスクトレイが開閉しなくな
ったときに使用します。

● FDDアクセスランプ
 FDにアクセスしているときに
点灯します。

● 3.5型ドライブベイ
3.5型サイズのドライブ装置を取
り付けます。

● 電源ランプ 
 本体の電源を入れると点灯しま
す。

 サスペンド中は点滅します。
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本体背面

● 電源コネクタ
 添付の電源コードを接続して電
気を供給します。

● キーボードコネクタ 
 キーボードを接続します。

● USB2.0コネクタ 
USB2.0対応の周辺機器を
接続します。

● シリアルコネクタ  
 RS-232Cインタフェース
に対応した機器を接続し
ます｡

● マイク入力コネクタ 
 マイクを接続します｡

● ライン出力コネクタ 
 アンプ内蔵スピーカなど
を接続します｡

● ライン入力コネクタ 
 オーディオ機器の出力
 信号線を接続します｡

● マウスコネクタ 
 マウスを接続します。

● 冷却ファン
 内部で発生する熱を逃
がします。

● パラレルコネクタ 
 プリンタやスキャナな
どを接続します｡

● LANコネクタ  
 ネットワーク接続用の
コネクタです。

● 拡張スロット
 拡張ボードを装着しま
す。購入時のシステム
構成によっては、あら
かじめ拡張ボードが装
着されています。

● ビデオボード
 ビデオボードは、購入時 
の仕様により異なります。

● VGAコネクタ
 ディスプレイを接続します。

＋
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コンピュータの設置
本機を安全な場所に設置し、キーボードやマウス、電源コードなどを接続して

使用できる状態にする手順を説明します。 

設置における注意

故障や誤動作を防ぐため、p.10 「製品保護上の注意」にある注意事項を守って
設置場所を決めてください。

● 不安定な場所（ぐらついた台の上や傾いた所など）に置かないでくださ

い。落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。

● 本製品の通風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと内部に熱が

こもり、火災の危険があります。設置する際は、次の点を守ってくださ

い。

・押し入れや本箱などの風通しの悪いところに設置しない。

・じゅうたんや布団の上に設置しない。

・毛布やテーブルクロスのような布をかけない。
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各種コード(ケーブル)接続時の注意

● ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因となり

ます。

● 電源コードのたこ足配線はしないでください。発熱し、火災の原因とな

ります。家庭用電源コンセント（交流100V）から電源を直接取ってくだ

さい。

● 電源プラグを取り扱う際は、次の点を守ってください。取り扱いを誤る

と、火災の原因となります。

・ 電源プラグはホコリなどの異物が付着したまま差し込まない。

・ 電源プラグは刃の根元まで確実に差し込む。

● 各種コード（ケーブル）は、マニュアルで指示されている以外の配線をし

ないでください。配線を誤ると、火災の危険があります。

設　置

本機を丈夫で水平な場所に置きます。
本機は横置きで使用することができません。必ず縦置きに設置して

お使いください。

1
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ディスプレイの接続

ここでは、一般的なアナログ式のディスプレイの接続方法について

説明しています。

取り扱い上の注意や詳しい使用方法は、ディスプレイに添付のマ

ニュアルをご覧ください。

ディスプレイの接続コードを、ビデオボードのVGAコ
ネクタ（青色）に接続します。2
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ディスプレイの電源コードを、ディスプレイの電源コ
ネクタと家庭用電源コンセントに接続します。3
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キーボードの接続

キーボードのコネクタを、本機のキーボードコネクタ
（紫色）に差し込みます。4

キーボード
コネクタ

キーボードは操作しやすい位置に置き、次の調節をしてください。

● キーボードを傾斜させるときは、両端の脚を起こします。

● キーボードコードを調整します。
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マウスの接続

マウスのコネクタを、本機のマウスコネクタ（緑色）に
差し込みます。5

マウスコネクタ

ネットワークへの接続

ネットワーク機能を使用する場合は、ネットワーク
ケーブルをLANコネクタに接続します。
ネットワークボード使用時は、ネットワークボード上のLANコネ
クタに接続します。

ネットワークの詳細は、ネットワーク管理者に確認してください。

6
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電源コードの接続

電源コードを接続します。

�電源コードを本体の電源コネクタに接続します。

�添付の電源プラグ変換アダプタを接続してから、家庭用電源コ

ンセントに接続します。

アース端子が付いているコンセントの場合、電源コードのアー

ス線を接続します。

これでコンピュータの設置は終了です。

7
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システムの拡張
コンピュータに内蔵オプション装置を装着し
て機能を拡張する方法について説明します。
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拡張できる装置
本機には、次の各部に装置を増設・交換して機能を拡張することができます。

ただし、購入時にいくつかの装置がすでに装着されているため、実際に拡張で

きる装置の数は異なります。

3.5型ドライブベイ
3.5型の装置（FDDやMOドライブなど）を2基装
着できます。

p.46 「3.5型ドライブベイへの装着」

拡張スロット
AGP仕様の拡張ボードを1枚、
PCI仕様の拡張ボードを5枚まで
装着できます。

p.42 「拡張ボードの装着」

HDDベイ
3.5型HDDを上側のHDDベイに2基、
下側のHDDベイに2基、あわせて4基
まで装着できます。

p.52 「HDDベイへの装着」

5.25型ドライブベイ
5.25型の装置（CD-ROMドライブなど）を3基装
着できます。

p.49 「5.25型ドライブベイへの装着」

DIMMソケット
DIMMソケットが2組4本用意
されています。内蔵メモリを
3GBまで拡張できます。

p.36 「DIMMの増設」
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作業時の注意
コンピュータ内部に装置を装着する場合は、必ず以下の点を確認してから作

業を始めてください。

● 取り付ける装置に添付されているマニュアルを必ずお読みください。

● コンピュータおよび接続している周辺機器の電源を切ってください。

● コンピュータ内部のケースや基板には突起があります。装着作業の際に

は、けがをしないよう注意してください。

● 作業直前には、金属のものに触れるなどして、静電気を逃がしてから、作業

を行ってください。

● DIMM、拡張ボードの端子部やコネクタ部に触れないでください。

● 電源コンセントに電源プラグを接続したまま分解しないでください。

感電・火傷の原因となります。

● マニュアルで指示されている以外の分解や改造はしないでください。

けがや感電・火災の原因となります。

● 拡張ボードやメモリの交換・増設などは本製品の内部が高温になってい

るときには行わないでください。火傷の危険があります。作業は電源を

切って10分以上待ち、本製品の内部が十分冷めてから行ってください。

● 不安定な場所（ぐらついた机の上や傾いた所など）で、作業をしないでく

ださい。落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。

本機は電源を切っても、コンピュータ内部に微少な電流が流れています。

必ず電源コンセントから電源プラグを外してください。



30

拡張時の準備作業
装置の拡張作業を行う場合は次の準備作業が必要です。各装置の拡張手順に

従って、下記の作業を必要に応じて行ってください。

本体カバーの取り外し・取り付け

本機の内部に装置を装着する場合は、本体カバーを外す必要があります。

本体カバーは、次の手順で取り外し・取り付けを行います。

取り外し

● 電源コンセントに電源プラグを接続したまま分解しないでください。

感電・火傷の原因となります。

1 コンピュータ本体の電源を切ります。

作業直前までコンピュータが動作していた場合は、コンピュータ内部が

冷えるまで10分以上放置してください。

2 コンピュータ背面に接続して

いるケーブル類をすべて外し

ます。

3 右側（本体背面から見て）のネ

ジ（2本）を外します。

本体カバー
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取り付け

4 本体カバーを取り外します。

� 本体カバーを本体背面側に引

きます。

� 本体カバーを上に引き上げま

す。

5 必要に応じて、上記と同様の手順

で左側の本体カバーを外します。

メモリや拡張ボードを取り付け

る場合は、左側の本体カバーを外

す必要はありません。

1 本体カバーを本体側面に合わせます。

次の手順は、右側の本体カバーを装着する場合です。左側の本体カバーも

外した場合は、同様の手順でカバーを装着してください。

� 本体カバーの下側のつめをコンピュータ下側のヘリにはめ込みます。

� 本体カバーの上側の突起をコンピュータ上側の切り欠きにはめ込み

ます。

�

�

�

�
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2 本体カバーを前面側にスライドさせます。

3 ネジ(2本)で本体カバーを固定します。
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フロントパネルの取り外し・取り付け

本機の内部に装着する装置によっては、フロントパネルを取り外す必要があ

ります。

フロントパネルは、次の手順で取り外し・取り付けを行います。

取り外し

1 左右両側の本体カバーを取り外します。

p.30 「本体カバーの取り外し・取り付け」

2 フロントパネルを取り外し

ます。

� フロントパネルの左右

のフック（各3個）を矢印

の方向に押して外しま

す。

� フロントパネルを静か

に前方に引きます。

�

�

フロント
パネル
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取り付け
フロントパネルのフッ

ク（左右各3個）を本体の

穴に合わせて押し込み

ます。

フロント
パネル
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フェイスプレートの取り外し・取り付け

取り外し
ドライブ装置を増設する場合は、フェイスプレートを取り外します。

取り付け
ドライブ装置を外して何も取り付けない場合は、コンピュータ内部にホコリ

が入らないようにフェイスプレートを取り付けます。

フロントパネルの裏側から、フェイスプレートの片側を押し出します。

外したフェイスプレートは大切に保管してください。

フェイスプレート

 ＜5.25型の場合＞＜3.5型の場合＞

フロントパネルの裏側から、フェイスプレートの片側のフックを合わせ

て、もう片側を押し込みます。

 ＜5.25型の場合＞＜3.5型の場合＞
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DIMMの増設
本機で、使用可能なDIMM（メモリ）の仕様と取り付け方法について説明しま
す。

DIMMの仕様

本機には、2組4本のDIMMソケットが用意されています。DIMMを2枚単位
で装着して、最大3GB（512MB×2＋1024MB×2）まで拡張できます。
本機は、同一容量のメモリを 2枚 1組で使用することにより、高速なメモリ転
送速度を実現しています。

DIMMは、DIMM_A1、DIMM_B1ソケットから取り付けます。購入時は、DIMM_A1
およびDIMM_B1ソケットにはあらかじめDIMMが取り付けられています
（購入時の仕様により異なります）。

メインボード上のDIMMソケットの位置は、次のとおりです。

DIMMを増設する場合は、下記仕様と一致するDIMMを、弊社のオプション
一覧より選択してください。

● PC3200 DIMM（DDR400 SDRAM使用、184ピン）
● メモリ容量　128MB、256MB, 512MB, 1024MB
● Non ECC

＊今後、新しい容量のメモリを取り扱う場合があります。

最新のオプション一覧は、弊社ホームページに掲載しています。弊社ホーム

ページのアドレスは『サポートサービスのご案内』をご覧ください。

DIMM_A1

DIMM_B1

DIMM_A2

DIMM_B2

背
面
側



37

DIMM装着時の制限

本機のDIMMソケットにDIMMを装着する場合、次のような制限がありま
す。

● 必ず、同一容量のDIMMを2枚1組で装着してください。
なお、DIMMを4枚装着する場合、2組のDIMMソケットに装着するDIMM
は、1組目と2組目の容量が異なっていても問題ありません。

● DIMMを装着する順番とDIMMソケットの組み合わせは、次のとおりです。

DIMM装着順　 DIMMソケット

1　 DIMM_A1ソケット＋DIMM_B1ソケット
2 DIMM_A2ソケット＋DIMM_B2ソケット
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DIMMの取り付け・取り外し

作業を行う場合は、必要に応じて本体を横置きにしてもかまいません。

取り付け

1 コンピュータの電源を切ります。

コンピュータが動作していた場合は、コンピュータ内部が冷えるまで 10
分以上放置してください。

2 コンピュータ背面に接続しているケーブル類をすべて外します。

3 本体カバーを外します。

p.30 「本体カバーの取り外し・取り付け」

4 必要に応じて取り付け作業の妨げになるケーブル類を外します。

5 DIMMソケットの固定プラグを開きます。

固定プラグ
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6 DIMMを静電防止袋から取り出します。DIMMの端子部や素子に触れな

いように注意します。

7 DIMMソケットにDIMMを差し込みます。

� DIMMの切り欠きをDIMMソケット内の仕切りに合わせます。

素子

端子部

切り欠き

仕切り
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� さらに押し込むと、固定プラグが閉じて、DIMMが固定されます。

必ず、DIMMが固定されたことを確認してください。

本機ではDIMMを2枚単位で取り付けるため、該当するDIMMソケット
（2本）に対してそれぞれ作業を行ってください。

p.37 「DIMM装着時の制限」

8 手順4でケーブル類を取り外した場合は、ケーブル類をもとどおりに接

続します。

9 本体カバーを取り付けます。

p.30 「本体カバーの取り外し・取り付け」

10 コンピュータを使用できるように、本体背面のケーブル類を接続します。

11 メモリ容量を確認します。

� コンピュータを起動します。 を押して、「BIOS Setupユーティ

リティ」を実行します。

p.70 「BIOS Setupユーティリティの操作」
�「Main」メニュー画面の「System Information」ー「System Memory」に

表示されている総メモリ容量を確認します。

装着したDIMMの容量だけメモリ容量が増えていればDIMMは正し
く取り付けられています。増えていない場合は、すぐに電源を切り、正

しく取り付け直してください。
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取り外し
DIMMを取り外す場合は、該当するDIMMソケット2本に対してそれぞれ作
業を行ってください。

1 DIMMの両端を固定している固定プラグを開きます。

2 DIMMが外れたら静かに取り外します。

静電気防止袋に入れて保管してください。

固定プラグ
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拡張ボードの装着
拡張スロットの仕様と拡張ボードを取り付ける方法について説明します。

拡張スロットの仕様

本機には 6つの拡張スロットがあります。各スロットの仕様は次のとおりで
す。

* AGP2.0（1.5V仕様）およびAGP3.0（0.8V仕様）対応ボードのみ装着可能で
す。

スロット番号 コネクタ仕様 装着可能な拡張ボードサイズ

① AGP* ボード長312mm（フルサイズ）まで

② PCI ボード長312mm（フルサイズ）まで

③ PCI ボード長312mm（フルサイズ）まで

④ PCI ボード長222mmまで

⑤ PCI ボード長222mmまで

⑥ PCI ボード長222mmまで

�

�

�

�

�

�
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AGPコネクタの仕様
本機のAGPコネクタには、AGP2.0（1.5V仕様）およびAGP3.0（0.8V仕様）対
応ボードのみ装着可能です。仕様の異なるAGPボードは、コネクタの形状が
異なるため装着することができません。本機に装着可能なAGPコネクタは、
次のような形状をしています。

コネクタ
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拡張ボードの取り付け・取り外し

作業を始める前に p.29 「作業時の注意」および「拡張ボードに添付のマニュア
ル」を必ずお読みください。

参考 
コンピュータ内部のコネクタとの接続について

拡張ボードによっては、コンピュータ内部のコネクタとの接続が必要な場合

があります。

拡張ボードに添付のマニュアル

1 コンピュータの電源を切ります。

コンピュータが動作していた場合は、コンピュータ内部が冷えるまで 10
分以上放置してください。

2 コンピュータ背面に接続しているケーブル類をすべて外します。

3 本体カバーを外します。

p.30 「本体カバーの取り外し・取り付け」

4 拡張ボードを装着するスロットのスロットカバーを外します。

� スロットカバーを固定しているネジを外します。

� スロットカバーを手前に引き抜きます。

外したスロットカバーは大切に保管してください。拡張ボードを外した

ときには、本体内部にホコリなどが入らないように再び装着してくださ

い。

�

�

スロットカバー
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取り外し

5 拡張ボードを差し込みます。

拡張ボードの端子部を、コネクタに軽く触れる程度に差し込みます。コネ

クタに無理な力がかかっていないことを確認してゆっくり押し込みま

す。

6 拡張ボードをネジで固定します。

7 本体カバーを取り付けます。

p.30 「本体カバーの取り外し・取り付け」

8 コンピュータを使用できるように、本体背面のケーブル類を接続します。

1 拡張ボードを固定しているネジを外し、拡張ボードを引き抜きます。

2 拡張ボードを取り外したスロットに別の拡張ボードを装着しないとき

は、スロットカバーを取り付けておきます。
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3.5型ドライブベイへの装着
ドライブ装置の取り付け

作業を始める前にp.29 「作業時の注意」を必ずお読みください。
ここでは2台目の3.5型ドライブを増設する手順を説明します。

1 あらかじめ装着する装置に添付のマニュアルを参照して、装置に対して

必要な作業（ジャンパスイッチやディップスイッチの設定など）を行いま

す。

p.58 「IDE装置の装着」

2 コンピュータの電源を切ります。

コンピュータが動作していた場合は、コンピュータ内部が冷えるまで 10
分以上放置してください。

3 コンピュータ背面に接続しているケーブル類をすべて外します。

4 左右両側の本体カバーを取り外します。 

p.30 「本体カバーの取り外し・取り付け」

5 必要に応じてフェイスプレートを取り外します。

すでに装着されている装置を交換する場合は、この作業は必要ありませ

ん。

� フロントパネルを取り外します。

p.33 「フロントパネルの取り外し・取り付け」
� フェイスプレートを取り外します。

p.35 「フェイスプレートの取り外し・取り付け」
	 フロントパネルを取り付けます。

p.33 「フロントパネルの取り外し・取り付け」

6 必要に応じて、作業の妨げになる

3.5型ドライブ装置のケーブル類

を外します。
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7 3.5型ドライブベイに装

置を前面から押し込み

ます。

8 装着する装置のネジ穴をドラ

イブキャリアのネジ穴にあわ

せて側面からネジ（左右各2

本）で固定します。

3.5型ドライブベイに取り付けた装置が、しっかりとネジで固定されてい
ることを確認します。

9 ドライブ装置にケーブル類を接続します。手順6でケーブル類を取り外

した場合は、ケーブル類をもとどおりに接続します。

p.65 「3.5型 FDDの接続例」またはドライブ装置に添付のマニュ
アル

10 本体カバーを取り付けます。

p.30 「本体カバーの取り外し・取り付け」

11 コンピュータを使用できるように、取り外した本体背面のケーブル類を

接続します。
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ドライブ装置の取り外し

1 コンピュータの電源を切ります。

コンピュータが動作していた場合は、コンピュータ内部が冷えるまで 10
分以上放置してください。

2 コンピュータ背面に接続しているケーブルを類をすべて外します。

3 左右両側の本体カバーを取り外します。

p.30 「本体カバーの取り外し・取り付け」

4 取り外すドライブ装置に接続しているケーブル類を外します。

5 ドライブ装置を固定しているネジ（左右各2本）を外し、ドライブ装置を

本体前面側から引き抜きます。

6 必要に応じてフェイスプレートを取り付けます。

装置を取り外したドライブベイにほかの装置を取り付ける場合は、この

作業は必要ありません。

� フロントパネルを取り外します。

p.33 「フロントパネルの取り外し・取り付け」
� フェイスプレートを取り付けます。

p.35 「フェイスプレートの取り外し・取り付け」
	 フロントパネルを取り付けます。

p.33 「フロントパネルの取り外し・取り付け」

7 本体カバーを取り付けます。

p.30 「本体カバーの取り外し・取り付け」

8 コンピュータを使用できるように、本体背面のケーブル類を接続します。
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5.25型ドライブベイへの装着
ドライブ装置の取り付け

作業を始める前にp.29 「作業時の注意」を必ずお読みください。
ここでは2台目の5.25型ドライブを増設する手順を説明します。

1 あらかじめ装着する装置に添付のマニュアルを参照し、必要に応じて

ジャンパスイッチの設定などを行います。

p.58 「IDE装置の装着」

2 コンピュータの電源を切ります。

コンピュータが動作していた場合は、コンピュータ内部が冷えるまで 10
分以上放置してください。

3 コンピュータ背面に接続しているケーブル類をすべて外します。

4 左右両側の本体カバーを取り外します。 

p.30 「本体カバーの取り外し・取り付け」

5 必要に応じてフェイスプレートを取り外します。

すでに装着されている装置を交換する場合は、この作業は必要ありません。

� フロントパネルを取り外します。

p.33 「フロントパネルの取り外し・取り付け」
� フェイスプレートを取り外します。

p.35 「フェイスプレートの取り外し・取り付け」
	 フロントパネルを取り付けます。

p.33 「フロントパネルの取り外し・取り付け」

6 ドライブベイに装置を取り付け

ます。

� 前面側から装置をドライブ

ベイに静かに押し込みます。

� 側面からネジ（左右各2本）で

固定します。

�

�

�
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ドライブ装置の取り外し

7 装着した装置にケーブル類を接続します。

p.64 「CD-ROMドライブの接続例」

8 本体カバーを取り付けます

p.30 「本体カバーの取り外し・取り付け」

9 コンピュータを使用できるように、取り外したケーブル類を接続します。

1 コンピュータの電源を切ります。

コンピュータが動作していた場合は、コンピュータ内部が冷えるまで 10
分以上放置してください。

2 コンピュータ背面に接続しているケーブル類をすべて外します。

3 左右両側の本体カバーを取り外します。

p.30 「本体カバーの取り外し・取り付け」

4 取り外すドライブ装置に接続しているケーブル類を外します。

5 ドライブ装置を固定しているネジ（左右各2本）を外し、ドライブ装置を

本体前面側から引き抜きます。

6 必要に応じてフェイスプレートを取り付けます。

装置を取り外したドライブベイにほかの装置を取り付ける場合は、この

作業は必要ありません。

� フロントパネルを取り外します。

p.33 「フロントパネルの取り外し・取り付け」
� フェイスプレートを取り付けます。

p.35 「フェイスプレートの取り外し・取り付け」
	 フロントパネルを取り付けます。

p.33 「フロントパネルの取り外し・取り付け」
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7 本体カバーを取り付けます。

p.30 「本体カバーの取り外し・取り付け」

8 コンピュータを使用できるように、取り外したケーブル類を接続します。
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HDDベイへの装着
HDDベイへの装着

作業を始める前にp.29 「作業時の注意」を必ずお読みください。

本機にはHDDベイが上下2箇所あり、4基までHDDを装着することができま
す。HDDは、上側のHDDベイから装着します。Ultra ATA HDD、S-ATA HDD
は、どちらのHDDベイにも装着できますが、接続するケーブル類が異なりま
す。

p.58 「IDE装置の装着」

HDDの取り付け（上側のHDDベイ）
ここでは、2台目のHDDを上側のHDDベイに装着する手順を説明します。

接続するケーブル類がHDD に届かない場合は、上側もしくは下側の

HDDベイに同じ仕様のHDDを2基まとめて取り付けてください。

1 あらかじめ装着するHDDに添付のマニュアルを参照し、必要に応じて

ジャンパスイッチやディップスイッチの設定などを行います。

p.58 「IDE装置の装着」

2 コンピュータの電源を切ります。

コンピュータが動作していた場合は、コンピュータ内部が冷えるまで 10
分以上放置してください。

3 コンピュータ背面に接続しているケーブル類をすべて外します。
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4 左右両側の本体カバーを取り外します。

p.30 「本体カバーの取り外し・取り付け」

5 必要に応じて、作業の妨げになる装置の

ケーブル類を外します。

6 上側のHDDベイにHDDを取り付けます。

� HDDをHDDベイに静かに押し込みます。

� 側面からネジ（左右各2本）で固定します。

7 ドライブ装置にケーブル類を接続します。

HDDの仕様により接続するケーブルの形状が異なります。
p.58 「IDE装置の装着」

8 本体カバーを取り付けます。

p.30 「本体カバーの取り外し・取り付け」

9 コンピュータを使用できるように、取り外したケーブル類を接続します。

�

�

�
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HDDの取り外し（上側のHDDベイ）

HDDの取り付け（下側のHDDベイ）
ここでは、下側のHDDベイのドライブキャリアを取り外して、HDDを装着す
る方法について説明します。

1 コンピュータの電源を切ります。

コンピュータが動作していた場合は、コンピュータ内部が冷えるまで 10
分以上放置してください。

2 コンピュータ背面に接続しているケーブルを類をすべて外します。

3 左右両側の本体カバーを取り外します。

p.30 「本体カバーの取り外し・取り付け」

4 取り外すドライブ装置に接続しているケーブル類を外します。

5 ドライブ装置を固定しているネジ（左右各2本）を外し、ドライブ装置を

本体背面側から引き抜きます。

6 本体カバーを取り付けます。

p.30 「本体カバーの取り外し・取り付け」

7 コンピュータを使用できるように、取り外したケーブル類を接続します。

1 あらかじめ装着するHDDに添付のマニュアルを参照し、必要に応じて

ジャンパスイッチやディップスイッチの設定などを行います。

p.58 「IDE装置の装着」

2 コンピュータの電源を切ります。

コンピュータが動作していた場合は、コンピュータ内部が冷えるまで 10
分以上放置してください。

3 コンピュータ背面に接続しているケーブル類をすべて外します。

4 右側（本体背面から見て）の本体カバーを取り外します。

p.30 「本体カバーの取り外し・取り付け」
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5 必要に応じて拡張ボードを取り外します。

ボード長の長い拡張ボードは、手順6のドライブキャリアの取り外しの妨
げになります。

p.44 「拡張ボードの取り付け・取り外し」

6 すでにドライブキャリアに装着されているHDDがある場合には、HDD

のケーブル類を外します。

7 ドライブキャリアを本体から取り

外します。
� コンピュータ本体とドライブ

キャリアを固定しているネジ

（2本）を外します。
� ドライブキャリアを矢印の方

向にずらして取り外します。

8 ドライブキャリアにHDDを取り付けます。
� HDDを矢印の方向に差し込みます。

� ドライブキャリアとHDDのネジ穴を合わせて、ネジ（4本）で固定しま

す。

�

�

�

ドライブキャリア

�

�

�コネクタ側
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9 ドライブキャリアを本体に取り付けます。
� 本体底面にある3個のツメに合わせてドライブキャリアを差し込み

ます。
� コンピュータ本体とドライブキャリアをネジ（2本）で固定します。

10 HDDにケーブル類を接続します。

HDDの仕様により、接続するケーブルの形状が異なります。
p.58 「IDE装置の装着」

11 手順5で取り外した拡張ボードをもとどおりに装着します。

p.44 「拡張ボードの取り付け・取り外し」

12 本体カバーを取り付けます。

p.30 「本体カバーの取り外し・取り付け」

13 コンピュータを使用できるように、本体背面のケーブル類をもとどおり

に接続します。

�

�

�
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HDDの取り外し（下側のHDDベイ）
HDDの取り外しはドライブキャリアを取り外してから行います。
ドライブキャリアの取り外し方・取り付け方については、前項「取り付け（下側

のHDDベイ）」の手順を参照してください。

ドライブキャリアからHDDを取り外します。

ドライブキャリアとHDDを固定しているネジ（4本）を外し、ドライブ

キャリアからHDDを外します。
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IDE装置の装着
本章では、IDEコネクタの仕様とドライブ装置の接続方法について説明しま
す。

本機のメインボード上には、Ultra ATA/100仕様のIDEコネクタとS-ATA/150
仕様の IDEコネクタが各2個搭載されています。各コネクタには、それぞれの
規格に対応したドライブ装置を取り付けることができます。

各コネクタの位置は、次のとおりです。

Ultra ATAコネクタ

Ultra ATAコネクタは、プライマリコネクタとセカンダリコネクタに分けら
れます。それぞれのコネクタにドライブ装置を 2基ずつ装着し、合計 4基まで
装置を接続できます。

優先順位の設定
Ultra ATAコネクタに接続する 4基の装置には、優先順位を設定します。順位
の設定を誤ると、装置がコンピュータに認識されない場合があります。

2つのUltra ATAコネクタの優先順位は、次のとおりです。
1. プライマリコネクタ

2. セカンダリコネクタ

FDDコネクタ
CPU

メインボード

本
体
背
面
側

S-ATAコネクタ1

S-ATAコネクタ2

セカンダリ
コネクタ
（Ultra ATA）

プライマリ
コネクタ
（Ultra ATA）
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各コネクタに接続する2基の装置は、マスタ・スレイブとして認識されます。
マスタ・スレイブの優先順位は、次のとおりです。

1. マスタ

2. スレイブ

各コネクタに接続している4基の装置の優先順位は、次のとおりです。

＊ 購入時のシステム構成により異なります。

メインボード側 装   置 順位 購入時の装置＊ 増 設 例

プライマリ マスタ 1 HDD

コネクタ スレイブ 2 HDD（2台目）

セカンダリ マスタ 3 CD-ROMドライブ

コネクタ スレイブ 4 MOドライブなど

HDDは、CD-ROMドライブ（CD-R/RWドライブ、コンボドライブなど）よ

りも優先順位の高い設定にしてください。HDDが認識されない可能性が

あります。
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マスタ・スレイブの設定方法
装置のマスタ・スレイブは、装置側のジャンパスイッチの設定と接続する

Ultra ATAケーブルの位置で決まります。
装置側のジャンパスイッチには、マスタ、スレイブ、ケーブルセレクトの 3種
類の設定があります。Ultra ATAケーブルのコネクタ（マスタ、スレイブ）は、
色分けされています。

マスタ・スレイブを設定するには、次の2とおりの方法があります。
● 装置側のジャンパスイッチで、それぞれ「マスタ」「スレイブ」を設定する。

この場合、HDDはUltra ATAケーブルのどちらのコネクタに接続してもか
まいません。

● 装置側のジャンパスイッチで「ケーブルセレクト」を設定し、接続する

Ultra ATAケーブルのコネクタの位置で「マスタ」、「スレイブ」を決定する。

ジャンパスイッチの位置や設定方法は、ドライブ装置のマニュアルを参照し

てください。

Ultra ATAケーブル
本機のUltra ATAコネクタに接続している2本のIDEケーブルは、「Ultra ATA
ケーブル」です。

「Ultra ATAケーブル」は、次のように接続します。

<Ultra ATAケーブル>

黒色
マスタ装置灰色

スレイブ装置
青色

メインボード上の
Ultra ATA コネク
タへ
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S-ATAコネクタ

S-ATAは、Ultra ATAに比べて、高速なデータ転送速度を実現しています。
それぞれのS-ATAコネクタには、HDDを1基ずつ接続できます。コネクタ
の優先順位は、次のとおりです。

1. S-ATAコネクタ1

2. S-ATAコネクタ2

S-ATAケーブル
「S-ATAケーブル」は、HDDとメインボード上のS-ATAコネクタの向きに合わ
せて接続します。「S-ATAケーブル」の両端のコネクタの形状は同じです。
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ドライブ装置の接続例

メインボードとの接続
ドライブ装置の一般的なケーブル接続の方法は、次のとおりです。

ドライブ装置を増設または交換する際には、ドライブ装置に添付のマニュア

ルもあわせてご覧ください。

Ultra ATA HDDとS-ATA HDDのドライブ装置の位置は、購入時の仕様によ
り異なります。

 

CD-ROMドライブ
FDDコネクタ

赤い線

メインボード S-ATAコネクタ

セカンダリコネクタ

プライマリ
コネクタ（青）

赤い線

赤い線

FDD

HDD
（Ultra ATA）

HDD
（S-ATA）
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Ultra ATA HDDの接続例
Ultra ATA HDDの場合、次のように接続します。

S-ATA HDDの接続例
S-ATA HDDの場合、次のように接続します。

1 Ultra ATAケーブルを接続し

ます。

Ultra ATAケーブル（プライマ
リコネクタ）をHDDのインタ
フェースコネクタに接続しま

す。

2 電源ケーブルを、電源コネク

タに接続します。

IDEケーブル

赤い線
電源ケーブル

1 電源ケーブルを、電源コネク

タに接続します。

2 S-ATA ケーブルを接続しま

す。

S-ATAケーブルをHDDのイ
ンタフェースコネクタに接続

します。

電源ケーブル

S-ATAケーブル
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CD-ROMドライブの接続例
CD-ROMドライブなどの場合、次のとおり接続します。

1 Ultra ATAケーブルを接続し

ます。

Ultra ATAケーブル（セカンダ
リコネクタ）を、ドライブ装置

のインタフェースコネクタに

接続します。

2 周辺機器用電源ケーブルを、電源コネクタに接続します。

周辺機器用
電源ケーブル

IDEケーブル

赤い線
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3.5型FDDの接続例
3.5型FDDの場合、次のとおり接続します。

周辺機器用電源ケーブル
電源ユニットには、ドライブベイに装着する装置に電源を供給するための周

辺機器用電源ケーブルがついています。周辺機器用電源ケーブルには、電源コ

ネクタがいくつか付いています。各コネクタの形状と、接続するドライブ装置

は、次のとおりです。

1 FDDケーブルをFDDのインタフェースコネクタに接続します。

2 周辺機器用電源ケーブルを電源コネクタに接続します。

電源コネクタの位置は機種によって異なります。

赤い線

周辺機器用
電源ケーブル

FDDケーブル

3.5型FDDなど Ultra ATA HDDや
CD-ROM

S-ATA HDD
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BIOSの設定
コンピュータの基本状態を管理しているプ
ログラム「BIOS」の設定を変更する方法に
ついて説明します。
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BIOSの設定を始める前に
BIOSは、コンピュータの基本状態を管理しているプログラムです。このプロ
グラムは、メインボード上にROMとして搭載されています。
BIOSの設定は、「BIOS Setupユーティリティ」で変更できますが、購入時のシ
ステム構成に合わせて最適に設定されているため、通常は変更する必要はあ

りません。BIOSの設定を変更するのは、次のような場合です。
● 本書やお使いの装置のマニュアルで指示があった場合

● パスワードを設定する場合

BIOSの設定値を間違えると、システムが正常に動作しなくなる場合がありま
す。設定値をよく確認してから変更を行ってください。BIOS Setupユーティ
リティで変更した内容はCMOS RAMと呼ばれる特別なメモリ領域に保存さ
れます。このメモリはリチウム電池によってバックアップされているため、コ

ンピュータの電源を切ったり、再起動しても消去されることはありません。

参考 
リチウム電池の寿命

BIOS Setupユーティリティの内容は、リチウム電池で保持しています。本機
のリチウム電池の寿命は数年です。日付や時間が異常になったり、設定した

値が変わってしまうなどの現象が頻発するような場合にはリチウム電池の

寿命が考えられます。リチウム電池を交換してください。

p.92 「リチウム電池の交換」

●「BIOS Setupユーティリティ」で、設定を変更する場合には、必ず購入時

の設定値（初期値）と、変更後の設定値を記録しておいてください。万一、

システムが動作しなくなった場合や、リチウム電池の寿命などでCMOS

RAMのデータが失われた場合でも、もとに戻すことができます。

p.86 「BIOSの設定値」
●「BIOS Setupユーティリティ」には、ハードウェアに依存した詳細な項目

も含まれています。このような項目を誤って変更すると、システムが起

動しなくなったり、動作が不安定になります。万一、システムが起動しな

くなったり、動作が不安定になった場合には「Load Setup Defaults」（初

期値に戻す）を実行してください。

p.72 「設定値をもとに戻すには」
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BIOS Setupユーティリティの操作
BIOS Setupユーティリティの起動

仕様が前回と異なるとき
コンピュータの状態が、前回使用していたときと異なる場合は、コンピュータ

の電源を入れると、次のメッセージが表示されることがあります。

CMOS Settings wrong

Press F1 to run SETUP

このメッセージが表示されたら を押して「BIOS Setupユーティリ
ティ」を起動します。通常は、そのまま「Exit & Save Changes」を実行して
「BIOS Setupユーティリティ」を終了します。

p.73 「BIOS Setupユーティリティの終了」

1 コンピュータの電源を入れます。すでに電源が入っている場合は再起動

します。

2 コンピュータの起動直後、黒い画面の中央にロゴが表示されたら、すぐに

キーボードの を押します。

3 「BIOS Setupユーティリティ」

が起動してMainメニュー画面

が表示されます。

BIOS SETUP UTILITY
Main Advanced      Power Boot     Exit

System  Time [17:19:21]
System Date [Thu 04/10/2003]
Legacy Diskette A [1.44M, 3.5 in.]

Primary IDE Mater : [IC35L090AUU207-0]
Primary IDE Slave : [Not Detected]
Secondary IDE Master : [JLMS XJ-HD166S]
Secondary IDE Slave : [Not Detected]
IDE Configuration

System Information

Use [ENTER], [TAB] 
or [SHIFT-TAB] to 
select a field.

Use [+] or [-] to
configure system Time.

 Select Screen
 Select Item
 Change Field
Tab Select Field
F1 General Help
F10 Save and Exit
ESC Exit

v2.51 (C) Copyright 1985-2002, American Megatrends, Inc.

BIOS Setupユーティリティ画面（イメージ）
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BIOS Setupユーティリティの操作

「BIOS Setupユーティリティ」の操作は、キーボードで行います。
操作は、次の順番で行います。

詳しい操作方法は、次のとおりです。各設定項目の説明は、p.75をご覧くださ
い。

① 処理メニューを選択 → ② 設定項目を選択 → ③ 設定値を選択

BIOS SETUP UTILITY
Main Advanced      Power Boot     Exit

System  Time [17:19:21]
System Date [Thu 04/10/2003]
Legacy Diskette A [1.44M, 3.5 in.]

Primary IDE Mater : [IC35L090AUU207-0]
Primary IDE Slave : [Not Detected]
Secondary IDE Master : [JLMS XJ-HD166S]
Secondary IDE Slave : [Not Detected]
IDE Configuration

System Information

Use [ENTER], [TAB] 
or [SHIFT-TAB] to 
select a field.

Use [+] or [-] to
configure system Time.

 Select Screen
 Select Item
 Change Field
Tab Select Field
F1 General Help
F10 Save and Exit
ESC Exit

v2.51 (C) Copyright 1985-2002, American Megatrends, Inc.

BIOS SETUP UTILITY
Main Advanced      Power Boot     Exit

Set [Compatible Mode] 
when Legacy OS (i. e. 
WIN ME, 98, NT4.0, MS 
DOS) is used.

Set [Enhanced Mode] 
when Native OS (i. e. 
WIN2000, WIN XP) is 
used.

 Select Screen
 Select Item
 Change Option
Tab Select Field
F1 General Help
F10 Save and Exit
ESC Exit

v2.51 (C) Copyright 1985-2002, American Megatrends, Inc.

IDE Configuration

Onboard IDE Operate Mode [Enhanced Mode]

  Enhanced Mode Support On [P-ATA]

     Configure S-ATA as RAID [No]

IDE Detect Time Out (Sec) [35]

BIOS SETUP UTILITY
Main Advanced      Power Boot     Exit

System  Time [00:09:31]
System Date [Fri 04/25/2003]
Legacy Diskette A [1.44M, 3.5 in.]

Primary IDE Mater : [IC35L090AUU207-0]
Primary IDE Slave : [Not Detected]
Secondary IDE Master : [JLMS XJ-HD166S]
Secondary IDE Slave : [Not Detected]
IDE Configuration

System Information

<ENTER> to select
floppy type.

 Select Screen
 Select Item
 Change Option
Tab Select Field
F1 General Help
F10 Save and Exit
ESC Exit

v2.51 (C) Copyright 1985-2002, American Megatrends, Inc.

Disabled

1.44M ,  3.5 in

Options

＜メニュー画面＞

①   「処理メニュー」を選択
 で変更します。

起動直後は、「Mainメニュー画面」が表示されて
います。

②   「設定項目」を選択
 で変更します。

青字表示されていると、設定変更可能です。
/ を押すと値が変わります。
を押すと「選択ウィンドウ」が表示されま

す。

＜選択ウィンドウ＞
選択ウィンドウ内の設定値を で変更
し、 で設定します。

マークの付いている設定項目を選択して を押すと、「サブメニュー画面」が表示さ
れます。

＜サブメニュー画面＞
「サブメニュー画面」での設定方法は、「メニュー画面」
での設定方法と同様です。

を押すと＜メニュー画面＞に戻ります。

� 「設定値」を選択
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キー操作

キー 操作できる内容
　 ヘルプを表示します。

・変更した内容を破棄し、終了するかどうかを確

認するメッセージを表示します。

・「サブメニュー画面」から「メニュー画面」に戻

ります。
, 設定を変更する項目を選択します。
, 処理メニューを選択します。
, 項目の値を変更します。

・メニュー画面中の マークの付いている項目

で押すとサブメニュー画面を表示します。

・選択項目の選択ウィンドウを表示します。

・設定値を選択します。
全設定項目の値を、初期値に変更します。
変更した設定値を保存して終了します。

, 画面の中の最初の項目に移動します。

, 　 画面の中の最後の項目に移動します。
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設定値をもとに戻すには

「BIOS Setupユーティリティ」の設定を間違えてしまい、万一コンピュータの
動作が不安定になってしまった場合などには、「BIOS Setupユーティリティ」
の設定を前回保存した値や初期値に戻すことができます。

Load Setup Defaults（初期値に戻す）
「BIOS Setupユーティリティ」の設定を、BIOSの初期値に変更します。

次のような場合は、Load Setup Defaultsを実行したあとに、BIOSの設定値を
設定しなおしてください。

● サウンドボードを使用する場合

「Advanced」メニュー画面－「Onboard Devices Configuration」－「Onboard
AC'97 Audio」を「Disabled」に設定する。

● S-ATA RAIDを使用する場合

「Main」メニュー画面－「IDE Configuration」－「Configure S-ATA as RAID」
を「Yes」に設定し、「Serial-ATA BOOTROM」を「Enabled」に設定する。

1 を押す、または「Exit」メニュー画面－「Load Setup Defaults」を

選択すると次のメッセージが表示されます。

2 BIOSの設定を初期値に戻す場合は、[OK]を選択して を押しま

す。
変更しない場合は[Cancel]を選択して を押します。

Load Setup Defaults

［OK］ ［Cancel］
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Discard Changes（前回保存した設定値に戻す）
「BIOS Setupユーティリティ」を終了せずに、変更した設定値を前回保存した
設定値に戻します。

BIOS Setupユーティリティの終了

「BIOS Setupユーティリティ」を終了するには、次の 2とおりの方法がありま
す。

Exit & Save Changes（変更した内容を保存し終了する）
変更した設定値を保存して、「BIOS Setupユーティリティ」を終了します。

1 「Exit」メニュー画面－「Discard Changes」を選択すると、次のメッ

セージが表示されます。

2 BIOSの設定を前回保存した値に戻す場合は、[OK]を選択して  を

押します。

Discard Changes ?

［OK］ ［Cancel］

1 を押す、または「Exit」メニュー画面－「Exit & Save Changes」

を選択すると次のメッセージが表示されます。

2 変更した設定値を保存して終了する場合は［OK］を選択し、 を押

します。

Save configuration changes and exit now?

［OK］ ［Cancel］
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Exit & Discard Changes（変更した内容を破棄し終了する）
変更した設定値を保存せずに、「BIOS Setupユーティリティ」を終了します。

1 を押す、または［Exit］メニュー画面－「Exit & Discard Changes」

を選択すると、次のメッセージが表示されます。

2 変更した設定値を保存せずに終了する場合は［OK］を選択し、 を

押します。

Discard configuration changes and exit now?

［OK］ ［Cancel］
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BIOS Setupユーティリティの設定項目
本章では、「BIOS Setupユーティリティ」で設定できる項目と、設定方法など
について説明します。「BIOS Setupユーティリティ」のメニュー画面には、次
の5つのメニューがあります。

● Main メニュー画面 ：日付、時間、FDD、HDDなどの設定を行います。
● Advancedメニュー画面：CPUに関する設定、I/O関係の動作設定やPCIバ

ス関係の設定などを行います。

● Powerメニュー画面 ：省電力機能に関する設定を行います。

● Bootメニュー画面 ：システムを起動するドライブの順番の設定やコ

ンピュータの動作状態、パスワードの設定など

を行います。

● Exitメニュー画面 ：BIOS Setupユーティリティを終了したり、BIOS
の設定値を初期値に戻します。

表の見方

各メニュー画面の設定項目の表では、次のように記載しています。

* ：表示のみの項目

：項目の初期値

Mainメニュー画面

System Time（hh:mm:ss）時間の設定 時刻を設定します。

System Date（mm:dd:yy）日付の設定 日付を設定します。

Legacy Diskette A
（FDDの設定）

接続しているFDDのタイプを選択します。標準はLegacy Diskette A
に3.5型1.44MB対応FDDが接続されています。
Disabled : FDD未接続

: 3.5型1.44MB対応FDD1.44M,3.5in
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Primary IDE Master
Primary IDE  Slave
Secondary IDE Master
Secondary IDE Slave
Third IDE Master
Fourth IDE Master
（IDE装置の設定）
※ 表示される詳細
項目は、選択す
るドライブによ
り異なります。

IDE装置の仕様を設定します。

*  Device IDE装置の機器の名称を表示します。

*  Vendor IDE装置の型番を表示します。

*  Size HDDの容量を表示します。

*  LBA Mode LBA（Logical Block Addressing）をサポートしているかどうかを表
示します。

*  Block Mode 一度に何セクタ転送できるかを表示します。

*  PIO Mode IDE 装置の転送モードを表示します。

*  Async DMA IDE 装置のDMA 転送モードとチャンネルを表示します。

*  Ultra DMA Ultra DMA 対応装置の転送モードとチャンネルを表示します。

*  SMART 
Monitoring

S.M.A.R.T（Self Monitoring Analysis and Reporting Technology）をサ
ポートしているかどうかを表示します

Type IDE装置の仕様を設定します。
Not Installed : IDE装置を使用しない場合に選択します。

: BIOSが自動的にIDE装置の仕様を設定します。

LBA / Large 
Mode

LBA（Logical Block Addressing）を使用するかどうかを表示します。
: LBAを使用します。

Disabled : 使用しません。

Block （Multi-
Sector Transfer） 
Mode

一度に何セクタ転送できるかを表示します。
Disabled : 使用しません。

: BIOSが自動的に最適な速度に設定します。

PIO Mode
IDE 装置の転送モード（PIO）を設定します。

: BIOSが自動的に最適な転送モードを設定します。
0/1/2/3/4 : 転送モードを設定します。

DMA Mode

IDE装置のDMA転送モードを設定します。
: BIOSが自動的に最適な転送モードを設定します。

SWDMA0/SWDMA1/SWDMA2/MWDMA0/MWDMA1/
MWDMA2/UDMA0/UDMA1/UDMA2/UDMA3/UDMA4/UDMA5

SMART 
Monitoring

初期値［Disabled］のまま使用します。

32Bit Data 
Transfter

32Bitデータ転送を使用するかどうかを設定します。
: 使用しません。

Enabled :  使用します。

IDE Configuration IDE 装置の仕様を設定します。

Onboard IDE 
Operate Mode

初期値［Enhanced Mode］のまま使用します。

Auto

Auto

Auto

Auto

Auto

Disabled
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Enhanced Mode 
Support On

接続するHDDの種類を設定します。
: S-ATA HDDをサポートします。

P-ATA+S-ATA : Ultra ATA HDDとS-ATA HDDを接続します。
P-ATA : Ultra ATA HDDのみを接続します。

Configure 
S-ATA as RAID

「Enhanced Mode Support On」で［S-ATA］または［P-ATA＋ S-ATA］
を選択した場合に表示されます。S-ATAをRAIDとして構成するかど
うかを設定します。

: 設定しません。
Yes : S-ATA RAIDを構成します。

Serial-ATA 
BOOTROM

「Configure S-ATA as RAID」で［Yes］を選択した場合に表示されま
す。S-ATA RAIDからの起動の設定をします。

: 設定しません。
Enabled : S-ATA RAIDから起動します。

IDE Detect 
Time Out (Sec)

ATA/ATAPI装置検知のタイムアウトの値を設定します。
0/5/10/15/20/25/30/

System Information 本機の仕様を表示します。

AMI BIOS BIOSの情報を表示します。

* Version BIOS のバージョンを表示します。

* Build Date BIOS のバージョンの制定日を表示します。

* ID BIOS のIDを表示します。

Processor 本機に搭載されているCPUの情報を表示します。

* Type 本機に搭載されているCPU のタイプを自動的に表示します。

* Speed 本機に搭載されているCPU の周波数を自動的に表示します。

* Count 本機に搭載されているCPU の数です。

System Memory 本機に搭載されているメモリ容量の情報を表示します。

* Size 本機に搭載されているメモリ容量を起動時に自動的に計算して表示
します。

S-ATA

No

Disabled

35
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Advancedメニュー画面

 CPU Configuration 本機に搭載されているCPUに関する情報を表示します。

* Manufacturer メーカーを表示します。

* Brand String 型番を表示します。

* Frequency 周波数を表示します。

* Ratio Status CPUクロックの設定を表示します。

* Ratio Actual Value ベースクロックに対する倍率を表示します。

Hyper Threading 
Technology

ハイパースレッディング機能の有効 /無効を設定します。
: 有効にします。

Disabled : 無効にします。

 Chipset メインボード上の機能に関する設定をします。

Configure DRAM 
Timing by SPD

DRAM SPDに従うか、または手動でDRAMタイミングパラメータを使用
するかどうかを設定します。初期値［Enabled］のまま使用します。

Graphics Aperture
Size

初期値［128M］のまま使用します。

 Onboard Devices Configuration メインボード上のデバイスに関する設定を行います。

OnBoard AC'97 
Audio
（サウンド機能の
設定）

メインボード上のサウンド機能を使用するかを設定します。サウンドボー
ド使用時は、［Disabled ］に設定します。

 : 使用します。
Disabled : 使用しません。

Onboard LAN
（ネットワーク機
能の設定）

メインボード上のネットワーク機能を使用するかを設定します。ネット
ワークボード使用時は、［Disabled］に設定します。

: 使用します。
Disabled : 使用しません。

Onboard LAN 
Boot ROM
（リモートブート
機能の設定）

リモートブート機能の有効 /無効を設定します。
: リモートブート機能を無効にします。

Enabled : リモートブート機能を有効にします。

Enabled

Auto

Enabled

Disabled



79

Serial Port1 
Address
（シリアルポート
の設定）

シリアルポートのアドレスとIRQ 信号を設定します。
Disabled : シリアルポートを使用しません。

, 2F8/IRQ3, 3E8/IRQ4, 2E8/IRQ3

Parallel Port 
Address
（パラレルポート
の設定）

パラレルポートが使用するアドレスを設定します。
Disabled: パラレルポートを使用しません。

, 278, 3BC

Parallel Port Mode
（パラレルポート
の設定）

パラレルポートの動作モードを設定します。接続する周辺装置で指示があ
る場合のみ変更します。
Normal  :  標準の設定です。

 :  EPP+ECP モードまたは双方向モードに設定します。
EPP  :  EPP モードに設定します。
ECP  :  ECP モードに設定します。

Parallel Port IRQ
（パラレルポート
の設定）

パラレルポートが使用するIRQを設定します。
Disabled: パラレルポートを使用しません。
IRQ7,IRQ5

EPP Version 「Parallel Port Mode」で［EPP］を選択すると表示されます。初期値［1.9］のま
ま使用します。

ECP Mode DMA 
Channel
（パラレルポート
のDMA設定）

「Parallel Port Mode」で［ECP］を選択すると表示されます。初期値のまま使
用します。

Parallel Port IRQ
（パラレルポートの
IRQ信号の設定）

パラレルポートが使用するIRQを設定します。
Disabled: パラレルポートを使用しません。

, IRQ5　

PCIPnP PCIPnPに関する設定をします。

Plug And Play O/S PCIスロットのリソース管理方法を設定します。初期値［No］のまま使用し
ます。

USB Configuration　 USBコントローラの設定をします。

USB Function 初期値［Enabled］のままで使用します。
:

Disabled :

3F8/IRQ4

378

Bi-Directional

IRQ7

Enabled
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Power メニュー画面

パワーマネージメント（省電力）の設定を行います。

Suspend to RAM スタンバイモードをSuspend to RAMで行うかを設定します。
Disabled : 使用しません。

: 使用します。

ACPI APIC support 初期値［Enabled］のまま使用します。

Power Up Control（起動方法の設定） 起動する方法や条件を設定します。

Restore on AC 
Power Loss

電源スイッチを押さずに、電源供給時に起動するかどうかを設定します。
分電盤などによる複数のコンピュータの同時起動を行うと、コンピュータ
の動作に悪影響を及ぼす可能性がありますのでご注意ください。

 :電源が供給されても、電源スイッチを押さない限り起動しま
せん。

Power On  :電源オフ時に、電源が供給されると、電源スイッチを押さなく
てもコンピュータが起動します。

Last State  :コンピュータの動作中に、雷などの影響で突然電源が切断さ
れた後に電源が再び供給されると、電源スイッチを押さなく
てもコンピュータが起動します。コンピュータを正常終了さ
せた状態では、電源が供給されてもコンピュータは起動しま
せん。

Power On By PCI 
Devices（LANか
らの起動設定）

電源切断時、ネットワークからの信号により、起動するかどうかを設定し
ます。
Enabled :  設定します。

:  設定しません。

Enabled

Power Off

Disabled
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Bootメニュー画面

「Boot」メニュー画面では、起動するドライブの順番やパスワードに関する設
定を行います。

起動ドライブの初期設定は、FDD、HDD、CD-ROMドライブの順番です（シス
テムの構成により異なります）。HDDやCD-ROMドライブは、それぞれPM-
XXXXXX、SM-XXXXXXのように表示されます（PMはPrimary Master、SM
はSecondary Masterの略でXXXXXXには装置の名称が入ります。）。
ドライブを選択して を押すと、そのドライブの順番が1つ上がります。
ドライブを選択して を押すと、そのドライブの順番が1つ下がります。

Boot Device Priority システムを起動するドライブの順番を設定します。

1st Boot Device 1 番目に起動するドライブを設定します。初期値は、「1st FLOPPY DRIVE」
です。

2nd Boot Device 2 番目に起動するドライブを設定します。初期値は、接続されているHDD
の型番です。

3rd Boot Device 3 番目に起動するドライブを設定します。初期値は、接続されている5.25型
ドライブの型番です。

4th Boot Device※ ネットワークから起動する場合に使用します。OnBoard LANのリモート
ブート機能を有効にすると表示されます。初期設定は、「IBA GE slot 020」で
す。

Hard Disk Drives 異なる仕様のHDDを 2台以上装着すると型番を自動的に検出して表示し
ます。初期値のまま使用します。1st Drive

2nd Drive
3rd Drive
4th Drive

CD Drives 2台以上のCD-ROMドライブを装着すると、型番を自動的に検出して表示
します。初期値のまま使用します。1st Drive

2nd Drive

※「Advanced」メニュー画面－「Onboard Devices Configuration」で「Onboard LAN Boot ROM」を［Enabled］に設定すると表示さ
れます。
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Removable Drives 外付けの記憶装置（USB FDD など）を接続すると型番を自動的に検出して
表示します。接続した記憶装置を使用するかどうかを設定します。
外付けの記憶装置：外付け記憶装置を使用します。
Disabled ： 外付け記憶装置を使用しません。

1st Drive
2nd Drive

Boot Settings Configuration システム起動時の設定をします。

Bootup
Num-Lock

起動時のNumLock の状態を設定します。
Off：NumLock が押されていない状態にします。
：NumLock が押された状態にします。

Security システム起動時や「BIOS Setup ユーティリティ」起動時などのパスワード
を設定します。

*Supervisor 
Password/User 
Password

Supervisor Password （管理者用パスワード）とUser Password （ユーザーパ
スワード）が設定されているかどうかを表示します。
Installed ：パスワードが設定されています。
Not Installed：パスワードが設定されていません。
管理者用のパスワードを設定すると以下の4項目が表示されます。

Change Supervisor Password
（管理者パスワードの設定）

管理者用パスワードを設定します。「BIOS Setupユーティリティ」やシステ
ム起動時にパスワード入力を要求します。

を押すとパスワード設定ウィンドウが表示されます。

User Access Level 「Supervisor Password」（管理者パスワード）を設定すると表示されます。
「User Password」（ユーザーパスワード）を入力したユーザーが「BIOS
Setupユーティリティ」にアクセスすることを4段階で制限します。
No Access ：「BIOS Setupユーティリティ」を起動することができません。
View Only ：「BIOS Setupユーティリティ」を閲覧できますが、設定項目の

変更はできません。
Limited ：「BIOS Setupユーティリティ」を閲覧できるほかに、「日付」

と「時間」のみ変更できます。
：管理者と同一の権利を許可します。ただし、管理者パス
ワードの変更はできません。BIOSセットアップユーティ
リティのすべての項目を設定したり閲覧したりすることが
できます。

Change User Password
（ユーザーパスワードの設定）

ユーザーパスワードを設定します。「BIOS Setupユーティリティ」起動時や
システム起動時にパスワード入力を要求します。

を押すとパスワード設定ウィンドウが表示されます。

Clear User Password　 ユーザーパスワードを削除します。
を押すと、ユーザーパスワードの削除ウィンドウが表示されます。

Password Check　 パスワードを設定している場合に、パスワード入力を要求するタイミング
を設定します。
Setup : BIOS Setupユーティリティ起動時にパスワード入力を要求し

ます。
Always : BIOS Setupユーティリティ起動時、システム起動時、省電力モード

から復帰時にパスワード入力を要求します。

On

Full Access
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Passwordの設定

システム起動時や「BIOS Setupユーティリティ」起動時などのパスワードに
関する設定を行います。

パスワード機能は、コンピュータを使用するユーザーを限定するための機能

です。システム起動時または「BIOS Setupユーティリティ」起動時にパスワー
ドの入力を要求し、正しいパスワード入力が行われないとコンピュータを使

用することができません。

管理者パスワードおよび、ユーザーパスワードの設定・変更
管理者パスワードおよび、ユーザーパスワードの設定・変更方法は次のとおり

です。

ユーザーパスワードは、管理者パスワードを設定すると、設定できるようにな

ります。

1 「Change Supervisor Password」または、「Change User Password」
を選択して を押すと、次のメッセージが表示されます。

2 パスワードを入力し、 を押します。

「＊」が表示されない文字は、パスワードとして使用できません。アルファ

ベットの大文字と小文字は区別されません。パスワードは6文字まで入力
可能です。

3 続いて次のメッセージが表示されます。確認のためにもう一度同じパス
ワードを入力し、 を押します。

同じパスワードを入力しないと、「Passwords do not Match」というメッ
セージが表示されます。［OK］が選択された状態で を押すと、

BIOSのメニュー画面に戻ります。

4 「Password Installed.」というメッセージが表示されたら、［OK］が選
択された状態で を押します。

Enter Password：

Confirm Password：
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管理者パスワードの削除

5 パスワードの設定が完了すると、「Supervisor Password」または

「User Password」項目の値が「Installed」に変わります。

登録したパスワードを忘れないようにしてください。パスワードは、書き

写して保管しておくことをおすすめします。

万一、パスワードを忘れた場合は、「CMOS RAMの初期化（p.95）」を実行

します。

1 「Change Supervisor Password」を選択して を押すと、次の

メッセージが表示されます。

2 何も入力せずに を押すと、次のメッセージが表示されます。

3 「OK」が選択された状態で を押します。「Supervisor Password」

項目の表示が「Not Installed」に変わります。これでパスワードが削除さ

れます。

Enter Password：

Password uninstalled.

［OK］
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ユーザーパスワードの削除

1 「Clear User Password」を選択して、 を押すと、次の画面が表

示されます。

2 ［OK］を選択して、 を押します。「User Password」項目の表示

が、「Not Installed」に変わります。これで、ユーザーパスワードが削除さ

れます。

Clear User Password?

　　　　　　　［Cancel］［OK］
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Exitメニュー画面

「Exit」メニュー画面は、BIOS Setupユーティリティの終了方法などを設定す
る場合に使用します。設定項目と詳細は、次のとおりです。

BIOSの設定値

BIOS Setup ユーティリィティで設定を変更した場合は、変更内容を下表に記
録しておくと便利です。購入時の設定は必ず記録してください。

Main メニュー画面

Exit & Save Changes 変更した内容（設定値）を保存してから、BIOS Setupユーティリティを終了
します。

Exit & Discard Changes 変更した内容（設定値）を保存せずに、BIOS Setupユーティリティを終了し
ます。

Discard Changes BIOS Setupユーティリティを終了させずに、変更した設定値を前回保存し
た設定値に戻します。

Load Setup Defaults BIOS Setupユーティリティの設定値を、BIOSの初期設定値に戻します。

項目 購入時の設定 変更内容
Legacy Diskette A Disabled  1.44M 3.5 in Disabled  1.44M 3.5 in

IDE Configuration

Onboard IDE Operate 
Mode

Enhanced Mode
Compatible Mode

Enhanced Mode
Compatible Mode

Enhanced Mode Support 
On S-ATA　P-ATA+S-ATA P-ATA S-ATA　P-ATA+S-ATA P-ATA

IDE Detect Time Out （Sec） 0,5,10,15,20,25,30,35 0,5,10,15,20,25,30,35
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Advanced メニュー画面

項目 購入時の設定 変更内容
CPU Configuration

Hyper Threading 
Technology

Disabled Enabled Disabled Enabled

Chipset

Configure DRAM 
Timing by SPD

Disabled Enabled Disabled Enabled

Graphics Aperture 
Size

4MB 8MB 16MB 32MB
64MB 128MB 256MB

4MB 8MB 16MB 32MB
64MB 128MB 256MB

OnBoard Devices Configuration

Onboard AC'97 
Audio

Auto Disabled Auto Disabled

Onboard LAN Disabled Enabled Disabled Enabled

Onboard LAN Boot
ROM

Disabled Enabled Disabled Enabled

Serial Port1 Address Disabled　3F8/IRQ4　2F8/IRQ3
3E8/IRQ4    2E8/IRQ3

Disabled　3F8/IRQ4　2F8/IRQ3
3E8/IRQ4    2E8/IRQ3

Parallel Port 
Address

Disabled
378          278          3BC

Disabled
378          278          3BC

Parallel Port Mode Normal Bi-Directional
EPP ECP

Normal Bi-Directional
EPP ECP

Parallel Port IRQ IRQ7    IRQ5 IRQ7    IRQ5

PCI PnP

Plug And Play O/S No    Yes No    Yes

USB Configuration

USB Function Disabled Enabled Disabled Enabled
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Power メニュー画面

Boot メニュー画面

項目 購入時の設定 変更内容
Suspend to RAM Disabled Enabled Disabled Enabled

ACPI APIC support Disabled Enabled Disabled Enabled

Power Up Control

Restore on AC Power Loss Power Off Power On Last State Power Off Power On Last State

Power On By PCI Devices Disabled Enabled Disabled Enabled

項目 購入時の設定 変更内容
Boot Device Priority

1st Boot Device Disabled （　　　　　） Disabled （　　　　　）

2nd Boot Device Disabled （　　　　　） Disabled （　　　　　）

3rd Boot Device Disabled （　　　　　） Disabled （　　　　　）

Boot Settings Configuration

Bootup Num-Lock Off On Off On
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付　録
お手入れ方法、リチウム電池の交換、
CMOS RAMの初期化や仕様などについて
説明します。
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お手入れ
本機のお手入れ

コンピュータ本体やキーボード、マウスなどの外装の汚れを拭き取るときは、

柔らかい布に中性洗剤をしたたらない程度に染み込ませて、軽く拭き取って

ください。

マウスのお手入れ

マウスを長い間使っていると、マウスボールにホコリやゴミが付着します。マ

ウスボールの汚れをそのままにして使い続けると、誤動作や故障の原因とな

ります。マウスボールが汚れてきたらクリーニングを行ってください。

クリーニングはコンピュータ本体の電源を切ったあと、マウスをコンピュー

タから取り外した状態で行ってください。

ベンジン、シンナーなどの溶剤を使わないでください。変色や変形の可能

性があります。

● 小さなお子様の手の届くところに、マウスボールやフレームを取り外し

たまま放置しないでください。口に入れたりすると窒息する危険があり

ます。

● マウスボールは、絶対に投げないでください。マウスボールの芯には鋼

球が入っていますので、人に当たるとけがをする危険があります。
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クリーニングの手順は、次のとおりです。

1 マウス底面のボールフレームを外します。

ボールフレームの滑り止め部分に親指を置いて、左回りに回します。

2 マウスボールを取り出します。

マウス底面を静かに下に向けると、ボールフレームとマウスボールが外

れます。

3 マウスボールの汚れを乾いた布で拭き取ります。

● マウスボールの汚れがひどい場合は、中性洗剤をうすめた溶液で洗

い、水でよくすすぎます。水洗い後は、マウスボールを乾いた布で拭

き、十分乾燥させてから装着します。

● クリーニング中は、マウス本体内部にゴミなどが入らないように注意

してください。

4 マウスボールをマウス底面の穴に入れます。

5 ボールフレームをもとどおりに取り付けます。

右回りに回してマウス本体に装着します。

マウスボールの着脱を必要以上に繰り返さないでください。故障の原因と

なります。
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リチウム電池の交換
「BIOS Setupユーティリティ」で設定した情報は、本体内部のリチウム電池に
より保持されます。

本機のリチウム電池の寿命は数年です。リチウム電池の残量が少なくなると

情報を保持できなくなり、設定した値が何もしないのに変わってしまいます。

このような場合、リチウム電池を交換してください。

本機で使用するリチウム電池は次のとおりです。

● CR2032（または同等品）

● 小さなお子様の手の届く場所で、内蔵リチウム電池の着脱、保管をしな

いでください。飲み込むと化学物質による被害の原因となります。

万一、飲み込んだ場合は直ちに医師に相談してください。

● 電源コンセントに電源プラグを接続したままで分解しないでください。

感電・火傷の原因となります。

● マニュアルで指示されている以外の分解や改造はしないでください。け

がや、感電・火災の原因となります。

● リチウム電池の交換は、本製品の内部が高温になっているときには行わ

ないでください。火傷の危険があります。作業は電源を切って10分以上

待ち、内部が十分冷めてから行ってください。

● 不安定な場所（ぐらついた机の上や傾いた所など）で、作業をしないでく

ださい。落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。
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リチウム電池の交換は次の手順で行います。作業を行う場合は、コンピュータ

を横置きにしてもかまいません。

1 右側の本体カバーを取り外します。必ず電源コードも外します。

p.30 「本体カバーの取り外し・取り付け」

2 リチウム電池の位置を確認します。

リチウム電池はメインボード上の次の位置にあります。

3 必要に応じて、作業の妨げになるケーブル類を外します。

p.62 「ドライブ装置の接続例」

4 リチウム電池を抜きます。

�電池ホルダの留め金を押します。

�リチウム電池が浮き上がったら、電池を抜きます。

リチウム電池

� �
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5 新しいリチウム電池を取り付けます。

刻印面（＋側）が上側にくるようにして、新しいリチウム電池を取り付け

ます。

取り付ける時には、「カチッ」と音が鳴ります。

6 手順3でケーブル類を取り外した場合は、ケーブル類を取り付けます。

p.62 「ドライブ装置の接続例」

7 本体カバーを取り付けます。

p.30 「本体カバーの取り外し・取り付け」

8 コンピュータを使用できるように、取り外した本体背面のケーブル類を

もとどおりに接続します。

9 コンピュータの電源を入れます。

10 ロゴ画面表示後、黒い画面の下部に「CMOS Settings Wrong」と表示

されたら、 を押して、「BIOS Setup ユーティリティ」を実行しま

す。

p.70 「BIOS Setupユーティリティの操作」

11 「Exit」メニュー画面－「Load Setup Defaults（初期値に戻す）」を実行

します。

p.72 「Load Setup Defaults（初期値に戻す）」

12 日付、時刻やそのほか変更の必要のある項目の再設定を行います。

13 「Exit」メニュー画面－「Exit & Save Changes」を選択して「BIOS

Setupユーティリティ」を終了します。
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CMOS RAMの初期化
CMOS RAMには「BIOS Setupユーティリティ」で設定した各種情報などが
保存されています。通常はCMOS RAMを初期化する必要はありません。しか
し「BIOS Setupユーティリティ」で設定したパスワードを忘れたり、BIOS の
設定を誤ったりしてコンピュータが起動しなくなった場合には、CMOS
RAMを初期化することで動作が可能になる場合があります。

● 電源コンセントに電源プラグを接続したままで分解しないでください。

感電・火傷の原因となります。

● マニュアルで指示されている以外の分解や改造はしないでください。け

がや、感電・火災の原因となります。

● 小さなお子様の手の届く場所で、リチウム電池の着脱、保管をしないで

ください。飲み込むと化学物質による被害の原因となります。

万一、飲み込んだ場合は直ちに医師に相談してください。

● CMOS RAMの初期化は、本製品の内部が高温になっているときには行

わないでください。火傷の危険があります。作業は電源を切って10分以

上待ち、本製品の内部が十分冷めてから行ってください。

● 不安定な場所（ぐらついた机の上や傾いた所など）で、作業をしないでく

ださい。落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。

CMOS RAMを初期化すると、現在のBIOSの設定情報がクリアされます。

CMOS RAMを初期化する前に、BIOSの設定値を記録しておくことをおす

すめします。

p.86 「BIOSの設定値」
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CMOS RAMの初期化の手順は以下のとおりです。作業を行う場合は、コン
ピュータを横置きにしてもかまいません。

1 右側（本体背面から見て）の本体カバーを取り外します。

p.30 「本体カバーの取り外し・取り付け」

2 リチウム電池を抜きます。

p.92 「リチウム電池の交換」

3 約１分間放置します。

4 リチウム電池を取り付けます。

p.92 「リチウム電池の交換」

5 本体カバーを取り付けます。

p.30 「本体カバーの取り外し・取り付け」

6 コンピュータを使用できるように、取り外した本体背面のケーブル類を

接続します。

7 コンピュータの電源を入れます。

8 ロゴ画面表示後、黒い画面の下部に「CMOS Settings Wrong」と表示

されたら、 を押して、「BIOS Setup ユーティリティ」を実行しま

す。

9 「Exit」メニュー画面－「Load Setup Defaults（初期値に戻す）」を実行

します。

p.72 「Load Setup Defaults（初期値に戻す）」

10 日付、時刻やそのほか変更の必要のある項目の再設定を行います。

11 「Exit」メニュー画面－「Exit & Save Changes」を選択して「BIOS

Setupユーティリティ」を終了します。
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コンピュータ内部のケーブル接続
コンピュータ内部には何本かのケーブルがあり、メインボードなどと接続さ

れています。通常はこれらのケーブルを外したり接続したりする必要はあり

ません。誤ってこれらのケーブルを外してしまった場合には、次の説明を参照

して正しく接続してください。

下図は、各種ケーブルが接続されているメインボード上のコネクタの位置を

示しています。

● 各種ケーブルは、本書で指示されている以外の配線をしないでくださ

い。配線を誤ると、ケーブルが焼損する場合があります。

PCIコネクタ

AGPコネクタ

PCIコネクタ

PCIコネクタ

PCIコネクタ

PCIコネクタ

パネルコネクタ
USB2.0コネクタ
（青色）
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パネルコネクタ
パネルコネクタには、次のようにケーブルを接続します。

USB2.0コネクタ
前面パネル側のUSB2.0コネクタの内部ケーブルをコネクタの向きに合わせ
て接続します。

パワーランプへ

内臓スピーカへ

電源スイッチへ

スピーカコネクタ

ケーブルの向き
はありません

パワースイッチコネクタ

システムパワー
LEDコネクタ

IDE LED
コネクタ

緑
の
ケ
ー
ブ
ル

緑
の
ケ
ー
ブ
ル

緑
の
ケ
ー
ブ
ル

赤
い
ケ
ー
ブ
ル

P
O

W
E

R
 LE

D

P
O

W
E

R
 LE

D

PO
W

ER
 SW

HDDアクセス
ランプへ

H
D

D
 LE

D

S
P

E
A

K
E

R
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警告メッセージが表示されたら
本機は、起動時に本体内蔵の自己診断テストを行い、内部ハードウェアの状態

を診断します。起動時に次の警告メッセージが表示された場合には、各警告

メッセージの処置を行ってください。それでも直らない場合には、テクニカル

センターまでご連絡ください。

警告メッセージ 説明

No keyboard detected キーボートが検出できません。キーボードが正しく接続されている
か確認してください。

No floppy disk detected FDDが検出できません。コンピュータの電源を切り、20秒以上待って
から再起動してください。

No IDE hard disk detected HDDが検出できません。コンピュータの電源を切り、20秒以上待っ
てから再起動してください。

CPU temperature too high CPUが高温になっています。コンピュータの電源を切り、コンピュー
タ内部が冷えるまで 10分以上待ってから電源を入れてください。そ
れでもこのエラーが生じるときは、テクニカルセンターまでご連絡
ください。

CPU fan failed CPUファンが正常に動作していません。コンピュータの電源を切り、
20秒以上待ってから再起動してください。

CPU voltage out of range CPUの電源電圧が異常です。コンピュータの電源を切り、コンピュー
タ内部が冷えるまで 10分以上待ってから電源を入れてください。そ
れでもこのエラーが生じるときは、テクニカルセンターまでご連絡
ください。
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機能仕様一覧

* 本機では、AGP2.0（1.5V仕様）およびAGP3.0（0.8V仕様）対応ボードのみ装着可能です。

CPU
インテルPentium4プロセッサ

ソケット μPGA478socket
PCIチップセット インテル875Pチップセット

メモリ
ROM　 AMI BIOS　
メインメモリ DDR SDRAM　PC3200 DIMMを使用して最大3GBまで搭載可能

キーボード 日本語対応109キーボード
マウス ホイール付きPS/2マウス

記憶装置
内蔵FDD 3.5型FDDを1基内蔵
内蔵HDD IDE HDD 1基内蔵
CD-ROMドライブ CD-ROMドライブを1基内蔵

インタ
フェース

パラレル 1（セントロニクス社準拠  D-SUB  25ピン  マルチモード双方向  ECP/
EPPサポート）

シリアル 1（RS-232C準拠　D-SUB　9ピン）
キーボード 1（IBM PS/2互換　ミニDIN　6ピン）
マウス 1（IBM PS/2互換　ミニDIN　6ピン）
サウンド ライン出力コネクタ×1、ライン入力コネクタ×1、マイク入力コネクタ×1
ネットワーク 1（RJ-45　10Base-T/100Base-TX/1000Base-T自動認識）
USB 6（USB2.0　前面×2、背面×4）

ドライブ
ベイ

3.5型ドライブベイ 2（FDDで1ベイ使用済み）
5.25型ドライブベイ 3（CD-ROMドライブで1ベイ使用済み）
HDDベイ 4（HDDで1ベイ使用済み）

外部拡張
スロット

AGP対応スロット 1* （ボード長312mm（フルサイズ）まで搭載可能）

PCI対応スロット 2（ボード長312mm（フルサイズ）まで搭載可能）
3（ボード長222mmまで搭載可能）

カレンダ時計 内蔵（内蔵電池によりバックアップ）
電源容量 350 W

入力電圧 AC 100 V±10 V　（50/60 Hz）

温湿度条件 温度：10～35℃
湿度：20～80％（ただし、結露しないこと）

外形寸法 本体：約217（幅）×503（奥行）×439（高さ）mm
質量 本体：約15Kg（最小構成時）

消費電力
最大消費電力 540 W

通常消費電力 120 W



使用限定について
本製品は、OA機器として使用されることを目的に開発・製造されたものです。
本製品を航空機・列車・船舶・自動車などの運行に直接関わる装置・防災防犯装置・各種安全装置な

ど機能・精度などにおいて高い信頼性・安全性が必要とされる用途に使用される場合は、これらの

システム全体の信頼性および安全性維持のためにフェールセーフ設計や冗長設計の措置を講じる

など、システム全体の安全設計にご配慮頂いた上で本製品をご使用ください。

本製品は、航空宇宙機器、幹線通信機器、原子力制御機器、生命維持に関わる医療機器、24時間稼動
システムなどの極めて高い信頼性・安全性が必要とされる用途への使用を意図しておりませんの

で、これらの用途にはご使用にならないでください。

本製品を日本国外へ持ち出す場合のご注意
本製品は日本国内でご使用いただくことを前提に製造・販売しております。したがって、本製品の

修理・保守サービスおよび不具合などの対応は、日本国外ではお受けできませんのでご了承くださ

い。また、日本国外ではその国の法律または規制により、本製品を使用できないこともあります。こ

のような国では、本製品を運用した結果罰せられることがありますが、当社といたしましては一切

責任を負いかねますのでご了承ください。

電波障害について
この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスB情報技術装
置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビ

ジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

高調波ガイドライン適合品
本製品は、家電・汎用品高調波抑制対策ガイドラインに適合しております。



ご使用の前に

●ご使用の際は、必ず「マニュアル」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
●「マニュアル」は、不明な点をいつでも解決できるように、すぐに取り出して見られる
場所に保管してください。

安全にお使いいただくために

このマニュアルおよび製品には、製品を安全に正しくお使いいただき、お客様や他の人々への危害や財
産への損害を未然に防止するために絵表示が使われています。
その表示と意味は次のとおりです。内容をよく理解してから本文をお読みください。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性
が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定され
る内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

#Cover_Pro2500.pmd

#Cover_Pro2500.pmd

#Cover_Pro2500.pmd

煙が出たり、変な臭いや音がするなど異常状態のまま使用しないでください。
感電・火災の原因となります。
すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いて、カスタマーサービスセン
ターにご相談ください。
お客様による修理は危険ですから絶対にしないでください。

マニュアルで指示されている以外の分解や改造はしないでください。
けがや感電・火災の原因となります。

交流100Vの電源以外では使用しないでください。
指定外の電源を使うと、感電・火災の原因となります。

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。
感電の原因となります。

通風孔など開口部から内部に金属類や燃えやすいものなどを差し込んだり、落とした
りしないでください。
感電・火災の原因となります。

© エプソンダイレクト株式会社 2004

ご注意

(1) 本書の内容の一部、または全部を無断で転載することは固くお断りいたします。

(2) 本書の内容について、将来予告なしに変更することがあります。

(3) 本書の内容は万全を期して作成いたしましたが、万一誤り・お気付きの点 がございました

ら、ご連絡くださいますようお願いいたします。

(4) 運用した結果の影響につきましては、(3)項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。

商標について

IBM、PS/2 は International Business Machines の登録商標です。

インテルPentiumはアメリカ合衆国およびその他の国におけるインテルコーポレーションまたは

その子会社の商標または登録商標です。

そのほかの社名、製品名は一般にそれぞれの会社の商標または登録商標です。
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